
2024 認知神経リハビリテーション・アドバンスコース（実技・対⾯）／プログラム                   2024/9/23 
 

8:40- 9:00 受付 
9:00- 9:10 オープニング（濵⽥）：オリエンテーション、プログラム構成、デジタル修了証の発⾏要件など 
 
9:10-9:30 講義① 認知神経理論の中核（園⽥） 
キーワード：回復と学習／⾝体と環境の相互作⽤／認知過程 
⽬標：認知神経理論を振り返り、介⼊における情報構築の意義を理解する 
⽬的：実技の習得にあたって前提となる認識を共有する 
 
9:30-10:25 演習① 外部観察の実際（守屋） 
キーワード：⾏為の構成要素と情報構築／特異的な運動の異常要素／外部観察に基づく仮説⽴て 
⽬標：実技を通して、特異的運動の異常要素と情報構築の特徴（どのように動くか）を分析するプロセスを理解する 
⽬的：外部観察からの病態分析と病態解釈を経験する 
 
10:35- 11:50 演習② 内部観察の実際（⻘⽊） 
キーワード：臨床的対話と認知過程の変質／改善要素の探索／内部観察に基づく仮説⽴て 
⽬標：実技を通して、対話に基づく病態解釈と改善要素の探索プロセスを理解する 
⽬的：内部観察からの病態分析と病態解釈を経験する 
 
11:50-12:50 昼休憩 
 
12:50-13:00 後半に向けてのイントロダクション：認知課題の組織化と道具の要点（濵⽥） 
キーワード：道具の特性／認知課題の原則／物理的ガイド 
⽬標：認知課題における物理的な道具の特性を理解する 
⽬的：後半の認知課題の実際に向けて、媒介としての「道具」の役割を⽰す 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
13: 00-16:00 演習③ 実技（認知課題） 
③−1 上肢：タブレットのマス、タブレット図形、表⾯素材、ポンテ・ラルケット 
③−2 下肢：傾斜板、⾜底スポンジ、臥位での課題、不安定板 
③−3 体幹：臥位スペーサー(⾻盤下)、座位スペーサー(⾻盤下)、臥位スポンジ 

⽬標：１．道具の使⽤⽅法を理解する(構成要素・⾝体部位・感覚モダリティ) 
２．認知過程を考慮して回答のための道具⽴て(課題の難易度設定・回答を導くためのガイド)を理解する   

（何をどのように教えるか／教育的ストラテジー） 
⽬的：課題を実践する際のセラピストの思考構造と課題中の物理的操作や問い⽅を経験する 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
16:10-16:40 講義② 運動学習理論と認知課題（川﨑） 
キーワード：運動学習の原則／学習のカテゴリー／学習と認知の不可分性 
⽬標：認知課題に内在する運動学習理論を理解する 
⽬的：⾏為の発達・学習のための認知課題であることを位置づける 
 
16:40-17:10 講義③ 認知課題の実際（三上） 
キーワード：プロフィール／学習のテーマ／⼼理的道具⽴て 
⽬標：症例を通して、情報構築のためのガイドの要点を理解する 
⽬的：本コースでの実技経験と臨床実践の橋渡しをする 
 
17:10-17:30 講義④ ⾏為イメージへの拡張（園⽥） 
キーワード：運動から⾏為へ／⾝体化された認知／⾏為間⽐較 
⽬標：認知課題から⾏為の学習への道筋を理解する 
⽬的：運動と⾏為のイメージ（予測）および三⼈称と⼀⼈称の認知の違いから臨床展開の可能性を提⽰する 
 
17:30-17:45 クロージング 臨床における認知の探究（濵⽥・守屋） 


